
























































































































































































































































































































































































































































































































































（6） 『至高性』のこの節（第 3 部第 2 章第 2 節「永続的に戦闘状態にある人間の実
存，あるいは所与の否定において人間的尊厳と至高の尊厳とが根本的に一つであ
ること」）はたいへん重要であり，引用した文章も含めて，そこへ至るまでのく
だりを以下に紹介しておく。
  「人間の世界とは，結局，禁止と侵犯の混淆以外ではないのだ。そこでは人間
の（humain）という名称が，相矛盾する諸運動からなる一体系をつねに指示
している。これら相矛盾する運動のうちの一方のもの，すなわち禁止の運動
は，他方の運動，すなわち侵犯の運動に依存していて，これを中和化させつつ
もけっして全面的に排除せずにいる。侵犯の運動の方も，激しい力を解き放ち
17ジョルジュ・バタイユの内的体験と媒介の思想
はするが，この暴力性は，そのあとに平穏な動きが続いてくるとの確信と一体
をなしている。したがって人間的な（humain）という名称は，素朴なひとた
ちが想像しているような，安定した位置づけを指すのでは断じてない。じつは
この名称は，人間の特性に固有の，見たところ定めない均衡を指すのである。
人間という名称は，互いに相殺しあう運動のありえないような（impossible不
可能な）組み合わせとつねに関係しているのだ。私が第一に問題にしているの
は，こうした組み合わせがもたらす苦悩をできる限り避けようとする功利的人
間のことではない（能率的活動と理性とは，内的な存在に関わる難問が，たと
え一時的にであれ，解決されていることを前提にしている）。だが至高性が問
われる限りにおいて，至高性は，これまでいつも進んで嵐のなかにあったし，
今後もそのなかにありつづけるだろう。こういう嵐こそ，一個の条件づけられ
た存在の運命なのである。［��］したがってわれわれが人間の特性を見出す
のは，何らかのはっきり確定した状態のなかではなく，所与―それが所与で
あるなら，どのようなものであれ―を拒否する者の，つねに不定のまま，ど
うにも解決しようのない葛藤のなかにおいてなのである」（OCVIII378-379）。
（7） OCV39.
（8） OCVI12.
（9） Ibid.
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（14） OCXI170.
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（19） Ibid.
（20） OCV 66.
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